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日本道路㈱  神奈川支店  相模原出張所  工事課 

栗本 愛 

経験を積み、勉強していくしかない 
 

Q　前職はシステムエンジニアだったと伺いました。

土木業界のどんな所に魅力を感じて現場監督に

転身されたのでしょう？ 

　現場監督というのは現場を任されて、工事を動か

していきます。何千万、何億というお金を管理して、

そのお金で作業員の給料を支払い、そのお金が作業

員の生活を支えていく。まるで小さな会社の社長の

ようなもの。転職した時は20代前半でしたから、

その年でそんな経験ができるなんておもしろいなと

思ったんです。 

　もう１つおもしろいと感じたのは、1～２年前に

は存在しなかった道路や橋が、完成後はその地域に

なくてはならないものになっているところです。 

 

Q　日頃、仕事をするうえで心がけていることは？ 

　“仕事は楽しく”です。浮かれてやるということ

ではなく、楽しい気分でやるということで、そうす

れば、いい仕事ができるし、一緒に働く人も気分がい

いはずです。そして無事故にもつながると思います。 

　だから、日頃から作業員にも気分よく仕事しても

らえるように心がけています。最初の頃はどうした

ら自分の目指すものをつくってもらえるのかがわか

らず、ただ命令口調になってしまっていました。で

も、現場監督を長くやっていると、ちょっとした言

葉の使い方や指示の出し方など、それぞれの人が楽

しく仕事ができるポイントがわかってくるんです。 

 

Q　では、この仕事のおもしろさとは？ 

　元請さん、施主、現場の作業員と「ああでもない」

「こうでもない」と言いながら、仕事を進めていく

のが楽しいですね。 

　たとえば現場でトラブルが起きて頭を抱えていて

も、その一方で“じゃあ、どうしようか”と次を考

えるのが楽しい。結局、現場って、その連続なんです。

それぞれの現場で求められているものを見極め、個々

の作業員の特性をつかみながら指示を出していくこ

とが大切です。そのためには経験をするしかありま

せん。後は仕事をしながらでも、勉強を続けていく

ことだと思います。 

 

責任と権限のある仕事がしたかった 
 

Q　今年、１級土木施工管理技士に合格されました

が、受験勉強なども仕事に役立っていますか？ 

　そうですね。4度目のチャレンジでようやく合格

したのですが、勉強自体が自分のためになるからこ
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そ続けられた部分も大きいです。 

　普段から、設計図があっても、現場では「本当に

これで大丈夫なのか」という気持ちを持って仕事を

しています。そして疑問を感じたらすぐに確認する

ようにしているのですが、やっぱり自分の知識に自

信がないと、なかなか「これで大丈夫？」とは言え

ないんですね。 

　もちろん、従来の考えが通用しない新工法を採用

している場合も多いですから、常に聞いたり、情報

収集をしていくしかありません。そこが学生のとき

とは違うところだと思います。 

 

Q　土木施工管理技士合格の決め手は？ 

　不合格だった3年間は直前1か月の勉強で合格し

ようとしていましたが、やはり無理でした。それで、

昨年は4月から毎週日曜日は図書館で1日勉強する

ようにしたんです。そうやって“勉強しかできない

環境”をつくったことが一番大きいですね。あとは

技士会の講習に参加するなど、中身の濃い勉強を心

がけました。講習会では単に数値を暗記するのでは

なく、実際の現場の体験を例に出しながら解説して

もらえるので理解しやすかったです。 

　この資格を取得できたことで、今後は現場で決定

権を持てる立場になります。もっと責任と権限のあ

る仕事がしたかったので、うれしいですね。 

 

Q　では最後に、これから建設業界で働く新入社員

へのメッセージと今後の抱負をお願いします。 

　今、建設業界への世間の風は冷たいですが、信用

を得ていくためには、誰にも必要だと思われるよう

な仕事をしていくしかないと思うんです。自分たち

が、今やっている仕事が、将来、建設業界への評価

につながるということを忘れずにいてほしいと思い

ます。 

　誰だって結婚して子どもが生まれたら、安全な所

で育てたいと思いますよね？　この仕事は安全な社

会をつくっていくことに貢献できる仕事なので、常

にそのことを意識して仕事をしてほしい。僕自身、

少なくとも自分のつくったもので人がケガをしたり、

すぐに補修しなければいけないということのないよ

うに、10年後、20年後も残っていくものをつくっ

ていきたいと思っています。 

栗本さんが、最近
担当した現場（最
終処分場でのコ
ンクリート舗装
工打設の様子） 
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